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なく，患者，住民

にとって安心できる

櫻山豊夫 著

知っておきたい 医療監視・指導の実際

佐藤牧人

医療機関の管理上の問題点や事故に至った経緯

などを具体的に示す

今ほど医療機関が医療行為の安全性の確保や院

内感染防止対策に真剣に取り組んでいる時代はな

いと言っても過言ではない。現場の管理者はもち

ろん医療スタッフ全員が，当たり前のことをてい

ねいに取り組みながら相当の工夫と努力を払って

いる。しかし，残念ながら事故や院内感染事例は

後を絶たず，患者からの苦情やマスコミへの対応

に苦慮する状況がみられる。

一方，保健所・行政は長年，医療法に基づく病

院の監視(立入検査)業務を行ってきた。ともする

と形式的な監視にとどまりがちだった立入検査は，

この数年，反省を込めて各自治体で急速に見直し

が進められており，本来の目的である良質かつ適

切な医療の提供体制の構築をめざした検査のあり

方が模索されている。

本書は，長年，医療監視・指導に従事し，また

患者中心の東京発医療改革の中核を担って活躍中

の著者が，豊富な自験例に基づいて書き下ろした

ものである。医療安全や院内感染防止対策に腐心

する管理者には適切な管理のための新たな視点を

提供し，立入検査に従事する保健所・行政の職員

にはきわめて実際的なチェックの要諦を示してく

れる。まさに，非常にタイムリーな出版である。

本書はまず，とかく厳めしく受け取られがちな

医療監視のねらいがどういうものであるのか，ま

た，どうあるべきなのかを医療法の理念に立って，

大変やさしくわかりやすい言葉で教えてくれる。

私は著者とともに医療機関への立入検査がいかに

あるべきかの調査研究を進めてきた間柄であるが，

著者は「立入検査を受ける病院の向こう側には健

康な暮らしと安心できる医療を求める患者，住民

がいる」という信念の持ち主である。立入検査は

医療機関の欠点のあら探しでは

ールを透明化し，その目的

を医療機関

良質な医療を確保するための

医療機関と保健所・行政の協働作業なのである。

このことは医療機関と行政職員の双方で共有して

いただきたい大切な姿勢である。

本書の特徴は，数多くの事例を通じて医療機関

の管理上の問題点や事故に至ってしまった経緯な

どを具体的かつていねいに示しているところにあ

る。各事例の終わりには学ぶべきポイントが簡潔

に示されており，非常にわかりやすい。口語調で

書かれた文体は，著者と一緒に病院に出かけて検

査をしているような臨場感を抱かせるが，行間に

医療機関を支援しようとする著者の温かいまなざ

しと豊かな包容力が感じられる。全体にソフトな

語り口であるが，医療法の理念を医療監視を通じ

て具現化したいという著者の強い信念が見てとれ

る。

立入検査で監視指導する行政側が手の内をみせ

ることは，従来あまりなされてこなかったことで

ある。しかし検査のル

づきにくい，医療

安全や院内感染防止

と共有することは，結果として，患者

や住民にとって好ましい医療が育つことになり，

著者が本書に込めたねらいもそこにある。医療監

視員はじめ保健所・行政の職員にとっては，本書

は，立入検査の実際がわかりやすく提示されてい

る必読のテキストである。

一方，病院管理職の方々にとっては，本書を通

して立入検査の趣旨を理解し，数多くの事例を通

して，内部からの視点だけでは気

らいたい，今の時代が求めているテキ

の新たな管理のポイントが身

に付くと思われる。積極的に医療安全を進めよう

としている病院の管理者，そして業務の質の向上

をめざす保健所・行政職員の双方にぜひ読んでも

定価 円（本体

ストである。

(仙台市健康福祉局参事兼青葉保健所長)
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